
　（　　）45 （偕行　令和 7 年 7・8 月号）

り
、
深
く
項
を
垂
れ
て
官
邸
に
入
る
」（
カ
タ
カ

ナ
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
）

15 

同　
p
3
2
0

16 

同

　

4
月
17
日
に
公
表
さ
れ
た「
帝
国
憲
法
改
正
案
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

17 

筒
井
清
忠
編『
昭
和
史
講
義［
戦
後
篇
］（
上
）』

筑
摩
書
房
p
1
1
5
〜
p
1
1
6

　

箇
条
書
き
部
分
を
改
行
す
る
と
と
も
に
、（
）

と
な
っ
て
い
た
部
分
を
省
略
し
た
。

18 

西
修
『
憲
法
改
正
の
論
点
』
文
藝
春
秋p
65

〜
66

19　

同　
p
72

　

後
に
内
閣
に
設
け
ら
れ
た
憲
法
調
査
会
（
1 

9

5 

7
年
12
月
、
芦
田
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い

る
。

　
「
修
正
の
辞
句
は
ま
こ
と
に
明
瞭
を
欠
く
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
私
は
一
つ
の
含
蓄
を

も
っ
て
こ
の
修
正
を
提
案
い
た
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。『
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
』
と
い
う

辞
句
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
案
で
は
無

条
件
に
武
力
を
保
有
し
な
い
と
あ
っ
た
も
の
が

一
定
の
条
件
の
下
に
武
力
を
も
た
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
無
条
件
に
武
力
を
捨

て
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
だ
け
は
何
人
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い

と
思
う
の
で
す
」

　

な
お
、極
東
委
員
会
（
次
号
：
注
25
参
照
）
は
、

芦
田
修
正
を
受
け
、
文
民
条
項
を
挿
入
す
る
よ
う

求
め
て
き
ま
す
。
芦
田
均
と
同
じ
意
味
に
解
釈
し

た
わ
け
で
す
。

編
集
委
員
会

荒
木
肇
著
『
自
衛
隊
砲
兵
』

　

著
者
の
荒
木
肇
氏
は
、
横
浜
国
立
大
学

大
学
院
教
育
学
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た

日
本
近
代
教
育
制
度
史
が
専
攻
で
、
日
露

戦
後
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
学
校
教
育

と
軍
隊
教
育
制
度
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
が
深
く
、『
自

衛
隊
と
い
う
学
校
』、『
自
衛
隊
警
務
隊
逮

捕
術
』
な
ど
を
並
木
書
房
か
ら
上
梓
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、『
偕
行
』
に
、「
陸
軍
史

の
窓
か
ら
」
と
題
し
て
軍
事
史
に
関
す
る

記
事
を
連
載
中
で
す
。

　

今
回
は
、
戦
争
の
勝
敗
を
制
す
る
「
戦

場
の
女
神
」
と
称
さ
れ
る
砲
兵
が
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
も
活
躍
し
て
い

る
現
状
を
捉
え
て
、
砲
兵
の
実
体
を
、
軍

事
専
門
家
か
ら
一
般
の
読
者
ま
で
、
分
か

り
易
く
書
き
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
砲
兵
の

基
本
的
な
任
務
や
運
用
に
加
え
て
、
火
砲

や
弾
薬
の
性
能
、
観
測
、
測
量
、
射
撃
指

揮
の
細
部
ま
で
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
具
体
的

に
解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陸
上
自
衛

隊
発
足
以
来
の
野
戦
特
科
職
種
の
歴
史
や

装
備
の
変
遷
、
更
に
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ

防
衛
能
力
や
領
域
横
断
作
戦
能
力
を
強
化

す
る
新
た
な
防
衛
戦
略
の
も
と
で
、
野
戦

特
科
部
隊
の
新
た
な
役
割
と
火
力
戦
闘
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
の
『
自

衛
隊
砲
兵
』
は
、
砲
兵
の
過
去
、
現
在
、

未
来
を
網
羅
し
て
い
る
大
作
で
、
現
代
戦

に
お
い
て
も「
戦
場
の
女
神
」と
し
て「
山

吹
色
」
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る
砲
兵
の
全

て
が
理
解
で
き
る
貴
重
な
一
冊
で
す
。
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